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1．序論 

 本研究の対象地域である大里海岸は、徳島県海部郡海陽町に位置（図 1）し、約 4 ㎞に及ぶ砂浜・砂礫海岸で

ある。背後地には松林を主体とした海岸林があり、前岡ら 1）によると前線部をクロマツ、後方部を広葉樹が占

めている。しかし、2019 年 10 月 6 日に発生した台風第 19 号 2）により松林が大量に枯死する被害が見られた

3）。既往研究から小野ら 4）は、他の地域の事例ではあるが、地下水面の相対的な上昇とそれに起因する根圏土

壌の水没が、松の根腐れを引き起こす原因と推察している。また、前岡ら 1）によると、大里海岸では飛塩によ

る影響は小さい一方で、海水浸漬から降雨がほぼなく除塩が進まなかったことが松林枯死の原因としている。

しかしながら、いずれの先行研究もその発生要因の指摘に留まっている。そこで本研究では、2019 年台風 19 号

による大里海岸での松林被害の発生過程についての検討を目的とする。 

2．研究方法 

2.1 被害発生時の状況の整理 

2019 年台風 19 号通過時の気象・海象データを収集した。気象データは気象庁より、海象データは国土交通

省のナウファス波浪観測データを用いた。また、松林の被害状況を把握するために、台風通過直後の状況をよ

く知る当時の集落長にヒアリング調査を行った。それらの結果を時系列にまとめ、状況を整理した。 

2.2 数値解析 

台風通過時の海象を把握するため、数値解析を行なった。波浪や海浜変形、地下水の解析が可能な XBeach 5）

を用いた。計算領域と境界条件を図 2 に、設定条件を表 1 に示す。一意に定めることが困難な 3 種類のパラメ

ータ（表 2）については、値をそれぞれ変化させた 27 種類のシナリオを用意し、最も計算精度の高いシナリオ

の結果を解析対象とした。海浜変形モデルによる再現性は Brier Skill Scores（以下、BSS と呼ぶ） を用いて定

量的に評価した。 

3．結果と考察 

 2019 年台風 19 号は、東京湾を通過する経路をたどり大里海岸は暴風圏外であったが、当地には台風により

生じた長周期の波浪が来襲し、松林への越流が認められた。その状況をヒアリングにより整理したのが図 3 で

ある。この図より、松林の広範囲に浸水があり、同時に砂礫の侵入も見られた場所があることが分かった。浸

入した海水は長くても 1 日程度で地下浸透し、表層土壌に長く海水が留まる状況ではなかったようである。ま

た、表層土壌に海水が留まらなかったエリアにおいても松枯れが生じていたことが分かった。なお、マツクイ

ムシによる大規模な被害は生じておらず、浸水範囲と松枯れの範囲が一致していることからも、台風時の浸水

との関連が高いことが改めて確認できた。次に、松枯れの発生過程について数値解析により考察する。 

数値解析については、BSS と越流範囲による評価により、最も再現性が高い計算ケースを選択し解析対象と

した。具体的には、砕波に関する補正値（gamma と gamma2）を 1.0 と 0.5 とし、歪度の補正値（𝑓𝐴𝑐𝑆𝑘）を 0.5

としたケースで最も高い評価が得られた。本ケースの海浜変形と浸水域の結果を図 4 に示す。海浜変形では、

海岸両端では浸食傾向、海岸中間あたりでは堆積傾向となり、実際の海岸変形の傾向と定性的に一致した。ま

た、浸水範囲の結果を図 5に示す。解析結果の浸水範囲とヒアリングによる波の打ち込み範囲（図 3)を比較す

ると、海岸両端では過大評価となっており、海岸の北半分では浸水範囲が計算結果において狭い傾向であった

ものの、波浪による越流が見られた点については再現できており、今回の検討では本結果を対象に解析を行う
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こととした。図 6 に、地下水位の計算開始時と終了時の差分図を示す。これによると、松林内の地下水位が約

2.5ｍ上昇した可能性があることが分かった。このことを一般的なクロマツの地下茎の状況と照らし合わせて考

察すると、図 7 よりマツの地下茎の存在する深度まで地下水位が上昇することで、地下茎が塩性化した地下水

に水没する状況が生じたと考えられた。クロマツは、沖田らによると冠水区は非冠水区に比べて水没時間の長

短に関わらず枯死率が高く、24 時間の水没で 100%だった 6）。以上より、松枯れの発生過程として、表層土壌の

過湿のみならず、地下水位の広域的な上昇が生じ、それが一定の期間にわたり継続したことが挙げられる。な

お、本計算で用いた土壌の間隙率（0.4）より、浸入した水塊のみの高さは約 1ｍと推算されるため、その後の

降雨状況によって速やかに除塩される状況ではなかったとも言える。本海岸で同様の被害を生じさせないため

には、海水浸入に対する防護策が重要であり、また地下水の動態についても評価・検討していく必要がある。 
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図１ 研究対象図 図2 計算領域と標高分布 図3 ヒアリング結果 

 

 

 

図4 海浜変形の計算結果 図5 浸水分布（計算結果と実測の比較） 図6 地下水位上昇量（計算結果） 

図7 地下水位と根の関係 

 表１ 数値解析の設定条件 表2 検討したパラメータの値 
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